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ぞうれっしゃ合唱団 杉並.練馬.みなとが力をあわせ

ぞうれっしゃが走って
象のインディラが来て

７ ０ 周 年 ！

指
揮
者
に
掛
川
陽
子
さ
ん
（
元
杉
八
小
）

杉
退
教
の
仲
間
と
家
族
も
多
数
参
加
し
て
・
・
・

11
月
４
日
（
月
・
文
化
の
日
振
り
替
え
）
セ
シ

オ
ン
杉
並
の
ホ
ー
ル
を
満
席
に

ぞ
う
れ
っ
し
ゃ

合
唱
団
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
名
古
屋
の
東
山
動
物
園
に
向
け

て
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
走
っ
て
70
周
年
。
イ
ン
ド
か

ら
ゾ
ウ
の
イ
ン
デ
ィ
ラ
が
上
野
動
物
園
に
や
っ
て

き
て
70
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

杉
並
・
練
馬
・
み
な
と
の
合
唱
団
が
力
を
合
わ

せ
て
合
唱
構
成
「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
」

を
は
じ
め
、
６
曲
を
合
唱
し
て
く
れ
ま
し
た
。

高
井
戸
小
学
校
卒
業
で
、
現
在
各
地
で
ラ
イ
ブ

活
動
を
し
て
い
る
寺
尾

沙
穂
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
弾

き
語
り
。
杉
並
在
住
の

被
爆
者
、
井
上
惣
左
衛

門
さ
ん
の
広
島
で
の
被

爆
体
験
の
話
な
ど
、
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

さくら会ハイキングのお誘い・ 城址散策と飲み放題付食事会
１１月２４日（日）８時４０分 JR日野駅前④宇津木台行バス停集合

滝山公園・滝山城址散策－八王子「かごの屋」で食事会 １４時半頃解散

食事代：４０００円 バス代：５６０円 申込み11/18まで

＊詳しくは同封のハイキング参加申し込み書をご覧ください。

＊この日は「横田・オスプレイいらない集会」ですが、私たち

は滝山から見える横田の空へ連帯の気持ちを届けます。
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３０年ぶりに『ゲド戦記』の全６巻

を読み直しました。メモをとりながら

の再読、および再再読です。あの頃に

は見えていなかった様々のことがわか

り「再読」の意味をあらためて思い直

しました。

作者ルニグエィンの先駆的な考え

（例えば主人公ゲドは有色人種である

こと、男性ばかりの魔法の学院に入門

するトンボの勇気や老いたゲドとテー

ルを支えるかつて巫女だったテナーに

みる女性の活躍）に目がひらかれまし

た。そしてなによりもゲドの親友のカ

ラスノエンドウ、それが野の花であり、

３月に野川の岸辺で友人が教えてくれ

て、初めて知った時のうれしさったら

なかった！以来私はいつも道の脇の雑

草をみながら歩くようになってしまい

ました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

注１：

『ゲド戦記』は、アーシュラ・Ｋ・

ルニグウィンによって英語で書かれ、

1968年から2001年にかけて出版され

た フ ァ

ンタジー

小説。一部アニメにもなった。

①影との戦い ②こわれた腕環 ③

さいはての島へ ④帰還 ⑤アース

シーの風 ⑥ドラゴンフライ

注２：

カラスノエンドウ（マメ科ソラマメ

属） ３月から６月にかけて野原や河

川敷などに紅紫色の花が咲いている

のが見られます。花は葉腋に1～3個

つきます。葉は、８～16枚の小葉か

らなり、先端の小葉は３分岐した巻

きひげに変化しています。この植物

にはよくアリが訪れているのが観察

できます。同じ様な葉をしたクサフ

ジに比べても比

較にならないく

らい多くのアリ

が訪れていて人

気の高さがうか

がい知れます。

注：編集係

「再読」することの意味

池田茂都枝（元大宮中）
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■

短

歌

十

首

■

金
丸

和
彦
（
元
八
成
小
）

名
刹
の
門
を
く
ぐ
れ
ば
視
界
よ
り
す
べ
て
を
消
し
て
桜
吹
雪
け
り

雲
海
を
突
き
出
て
光
る
ア
ル
プ
ス
の
槍
が
機
内
へ
夏
送
り
く
る

朝
霧
に
頬
を
濡
ら
し
て
頂
き
を
め
ざ
せ
ば
背
中
（
せ
な
）
に
郭
公
の
声

真
っ
直
ぐ
な
銀
杏
並
木
の
天
と
地
に
二
本
の
道
が
パ
ラ
レ
ル
に
延
び
る

空
き
缶
の
転
が
る
遠
き
音
冴
え
て
家
を
揺
す
ぶ
る
真
夜
の
風
聞
く

沖
縄
の
苦
し
み
悲
し
み
睥
睨
し
我
が
物
顔
で
オ
ス
プ
レ
イ
飛
ぶ

憂
き
こ
と
も
晴
れ
て
こ
こ
ろ
が
鎮
ま
る
と
妻
は
摘
み
来
し
野
花
活
け
お
り

笑
顔
な
り
し
新
任
教
師
が
一
年
で
心
病
み
去
る
無
念
を
思
う

褐
色
の
丘
に
緑
の
帯
流
れ
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
は
全
て
が
オ
リ
ー
ブ

歌
舞
に
酔
い
タ
ブ
ラ
オ
出
れ
ば
三
日
月
が
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
哀
し
み
歌
う

金
丸
さ
ん
参
加
の

「
托
生
歌
人
会
」
歌
誌

「
托
生
」
か
ら

転
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ペ
ン
ネ
ー
ム

〈

和
久

優
一

〉

◆
お
そ
ま
つ
川
柳
◆

た
か
坊
主

（
髙
木

堆
芳
）
元
高
井
戸
東
小

・
若
者
の
歩
幅
に
合
わ
せ
十
五
秒

・
前
の
人
年
齢
（
と
し
）
は
同
じ
か
歩
を
早
め

・
歩
行
者
も
追
い
越
し
禁
止
に
し
て
み
て
は

・
カ
ツ
カ
ツ
（
勝
つ
勝
つ
）

と
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
音
追
っ
て
く
る

・
聞
き
取
れ
ぬ
発
音
悪
さ
の
せ
い
に
す
る

・
映
像
の
顔
と
年
齢
気
に
な
っ
て

・
昼
時
の
バ
ス
年
金
者
貸
し
切
り
か

・
胴
回
り
メ
ジ
ャ
ー
を
ぐ
っ
と
引
い
て
み
る

・
ベ
レ
ー
帽
似
会
う
も
な
に
も
こ
れ
鬘

・
免
許
証
返
上
し
た
の
に
な
ぜ
夢
に

・
夢
に
出
る
運
転
な
ぜ
か
軽
ば
か
り

・
見
た
く
な
い
夢
は
追
試
と
通
信
簿

・
オ
ペ
の
傷
接
着
剤
で
ふ
さ
が
っ
た

・
手
術
中
図
工
の
授
業
思
い
出
し

・
原
発
の
金
は
我
が
社
の
回
り
物

・
「
膿
を
出
せ
！
」
言
っ
て
い
る
人
も
生
み
の
親

・
憲
法
は
守
ら
ぬ
者
が
変
え
た
が
る

・
年
号
が
変
わ
る
と
増
税
顔
を
出
し

・
消
費
税
上
が
れ
ば
助
役
が
菓
子
く
れ
る

菅原さんからお誘いを受けて、去る

１０月１０日から２泊３日で、長野県

と新潟県が隣り合う「信越トレイル」

という山歩きのコースに行ってきまし

た。参加者は結果的に３人となりまし

たが、それは見事なブナ林の中を、汚

れっ気のない空気を吸いながら歩くと

いう何とも贅沢なひと時を過ごしまし

た。

１日目は新幹線「飯山」で下車。迎

えに来てくれた宿の車で「茶屋池」へ。

そして周辺のブナ林の散策。最初から

ブナ林の美しさに圧倒されました。

２日目が「信越トレイル」の本番。

戸狩温泉スキー場ゲレンデを登り「仏

ケ峰登山口」へ。そこから「鍋倉山」

を経て「関田峠」までの尾根歩きです。

休憩を挟んで歩くこと７時間。息を切

らしながらも、菅原さんの作ってくれ

たペースに先導されて無事歩き通すこ

とができました。何回も通り過ぎるブ

ナ林。そして、途中の眺望のよいとこ

ろからは、かすみがかっていましたが

前方に日本海、その向こうに島影が。

「あれは佐渡よ」と菅原さん。水の美

味しさ、宿で用意していただいたお弁

当の美味しさはまた格別。本当に言う

ことありません。そして、ストック。

こんなにも助けになるとは思いません

でした。みなさんにもお勧めです。

３日目。大変な被害をもたらした台

風１９号が迫って来ました。選択肢は
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所
々
に
こ
ん
な
太
い
ブ
ナ
の
木
も
。

厳
し
い
自
然
の
中
で
よ
く
も
成
長
し
た
も

ん
だ
と
思
う
。

標高1,289mの鍋倉山の頂上。ここで昼食。

見事に尽きる。樹齢100年前後のブナが整然と

並んだ美しい林の中を歩く。



３つありましたが、予定はキャンセル。

朝食を食べたらすぐチェックアウトし、

新幹線と東京の電車が止まる前に帰る

ことになりました。新幹線の切符も切

り替えもスムーズにいき、何と家に着

いたのは午前１１時半でした。後で北

陸新幹線は数日間も全線運休となるの

ですから、菅原さんの見事な判断、決

断のおかげで、３日間の思い出は楽し

いことばかりとなり、本当に感謝の思

いでいっぱいです。なお、トランプゲー

ムの「大貧民」では、二人掛かりでも

一度も菅原さんには勝てませんでした。

（前山）

トレイル＝自然歩道・自然散策ルート

※菅原さんからの伝言です。

「今回は 初秋でしたが、新緑の時も

また魅力です。来年の５月２８日（木）

～３０日（土）。戸狩温泉ペンション

メイプルハイム。この日程で参加希望

の方がいらっしゃいましたら計画しま

す。東京から新幹線で２時間半です。」

１０月２８日、「この目で見よう横

田基地」のバスツアーに参加しました。

天候にも恵まれてバスは立川駅を出発。

初めに砂川闘争の現場に行きました。

今でも闘争中のように団結小屋があり、

週一回水曜日に開けているそうです。

あちこちに闘争の跡が残されていて、

普通の農民の耕作地の接収ということ

で幅広い住民が参加したこと、切り崩

しに合いながらも学生・労働者を巻き

込んだことで伊達判決を勝ち取り、返

還されたということでした。

ちょうど私が高校生の時のことで、

友人の姉が砂川でけがをしてきたこと

を知りました。その頃「火星の土地を

買う」ということがニュースになり、

女子高でしたが、運動会の仮装行列で

火星人の格好をして「火星の土地は売

らない」とデモをして地元の新聞に出

たこと、砂川闘争を歌った「桑畑」の

歌詞を思い出しました。
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宿
の
食
事
も
お
い
し
か
っ
た
。
シ
ー

ズ
ン
は
80
人
も
入
る
食
堂
は
、
台
風

の
キ
ャ
ン
セ
ル
で
私
達
３
人
だ
け
。

特 別

報 告
小林 久枝 （元大宮小）

横田基地では、月曜日だからオスプ

レイの間近で飛ぶ様子や爆音なども体

験できると思って期待して参加しまし

た。ところが前日が基地の行事のため

この日が休みになったと知りました。

基地の中では静かな広々としたフェン

スの中で、マラソンをしたりゴルフを

したり休日を楽しんでいるようでした。

それでもオスプレイの姿を見ること

はできました。大型バス一台の大きさ

と聞いて、こんなものが落ちてきたら

どんな事故になるかとぞっとします。

「しかも、夜の9時過ぎに夜間照明もつ

けずに突然闇の中から現れ、低空で銃

口を下に向けて家の軒をすれすれにか

すめて行くんです。明らかに協定違反

です」上空を飛んでいく飛行機と比べ

て「とてもあんなものではない。窓ガ

ラスがびりびりと震え、寝ていた子ど

もは起きてしまいます。」とは住民の

方の話です。

基地の周りに鉄条網が張り巡らされ

ているのは分かっていましたが、その

他に変わった形のコード様なものは巻

かれていました。よく見ると、彫刻刀

のようなものが５～６センチおきにつ

いています。聞くとカミソリ様の鋭利

な刃物でつい最近つけられたというこ

とです。ゲートには「無断で入るとパ

ンクします」と書いてあります。これ

も上下する釘のようなものが出ていて

一般車が入れないようになっているそ

うです。

米軍関係者はアメリカから直接ここ

に入り入国審査も何もいらないのだそ

うです。平和委員会の岸本さんが「い

つ誰が来て帰っていったのかも日本に

はわからないのです。こんな国は米軍

基地のある国でも日本だけです」と話

していました。今更ながらに日本の置

かれている状況に、「もうこれは政府

を変えるしかない」と実感させられま

した。

こばやし ひさえ

杉 退 教 たより ２０１９年１１月５日 №１６４ （ ６ ）

10
時
〜
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
合
唱
団
｝

10
時
30
分
〜

記
念
講
演

ジ
ェ
ン
ダ
ー

角
田
由
紀
子
さ
ん

弁
護
士

午
後

分
科
会

三
村
・
髙
木
氏
も
協
力


